
変わりゆく医療のアウトライン
～新地域医療構想と衣笠病院グループの進むべき道～

衣笠病院グループ
理事 武藤正樹
よこすか地域包括推進センター長



目次

• パート１
–新たな地域医療構想

• パート２
–かかりつけ医機能

• パート３
–コミュニティ・ホスピタルと総合診療医



パート１
新たな地域医療構想



第1回新たな地域医療構想等に関する検討会
2024年3月29日





2024年12月

2024年3月下旬



包括期





５つの医療機関機能

④専門機能

①高齢者救急・地域急性期機能 ②在宅医療等連携機能 ③急性期拠点機能

⑤医育及び広域診療機能



減る急性期医療ニーズ



2023年患者調査

65歳以上

35～64歳

15～34歳

1984年 2023年

患者調査でみる入院患者の年次推移

2000年



2001年 2023年

入院受診延日数＝推計新規入院件数×推計平均在院日数





半数以上
の圏域で手
術件数も減

る







増える包括期ニーズ



2023年患者調査

65歳以上

35～64歳

15～34歳

1984年 2023年

患者調査でみる入院患者の年次推移

2000年





2024年改定



2025年6月14日

東京

神奈川

大坂

兵庫



５つの医療機関機能

④専門機能

①高齢者救急・地域急性期機能 ②在宅医療等連携機能 ③急性期拠点機能

⑤医育及び広域診療機能
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衣笠病院

本年度平均　2025/01時点

【救急】

依頼数 [件/月] 74

受入数 [件/月] 51

応需率 [％] 69%

 うち入院数 [件/月] 29

入院率 [％] 57%

【外来】

患者数 [人/日] 319

診療単価 [円] 8,873

【入院】 [全体] 急性期_本４ 地ケア_本５ 地ケア_東５ 回リハ_東４ 緩和ケア

実働病床数 194 50 53 38 33 20

延患者数 [人/日] 169 40 45 36 31 17

病床利用率 [%] 87% 79% 85% 95% 95% 85%

平均在院日数 [日] 23 12 30 34 75 18

診療単価 [円/日] 40,468 46,108 36,644 35,651 37,660 51,971

在宅復帰率 [%] 80% 80% 86%

後期高齢者(75≦）構成 [%] 70% 66% 73% 78% 67% 70%

高齢者救急・地域急性期機能



増える在宅医療ニーズ



2023年患者調査

訪問診療

往診

1996年 2023年

在宅医療は
30年間で3倍



５つの医療機関機能

④専門機能

①高齢者救急・地域急性期機能 ②在宅医療等連携機能 ③急性期拠点機能

⑤医育及び広域診療機能





衣笠病院グループ
在宅医療・訪問系（2025年1月）

• 衣笠病院グループ

– 衣笠病院附属在宅クリ
ニック
• 訪問診療 286件、往
診 40件

– 衣笠病院訪問看護ステ
ーション
• 訪問看護延べ561件

– 医療保険 114件

– 介護保険447件）

• 訪問リハ

– 訪問リハ延べ103件

• 衣笠病院

– 訪問栄養指導 3件

• 長瀬ケアセンター
– 訪問看護

• 訪問延べ673件

• （医療保険 179件、介護保険494
件）

– 訪問リハ 81件



診療所
が減る





訪問看護師
が足りない



機能強化型在宅療養支援病院

衣笠病院は機能強
化型在宅療養支援
病院（単独型）
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神奈川

在宅療養支援病院

衣笠病院、聖ヨゼフ病
院、よこすか浦賀病院

」



増える医療介護連携ニーズ









衣病実績
2025年度
月平均件数

2.08

29.12

5.16

０

7.24







新地域医療構想の
「高齢者救急・地域急性期機能」と

「在宅医療等連携機能」を
先取りしよう！



パート２
かかりつけ医機能

2023年5月12日

かかりつけ医機能の制度整備などを盛り
込んだ改正医療法が可決成立した



改正医療法成立

• ５つのかかりつけ医機能

– （1）日常的な診療を総合的かつ継続的に行う機能

– （2）時間外診療を行う機能

– （3）病状急変時等に入院など必要な支援を提供する機能

– （4）居宅等において必要な医療を提供する機能

– （5）介護サービス等と連携して必要な医療を提供する機能

2023年5月12日



200床



200床以下
病院は7割

200床以下
病床は4割



200床以下病院に
求められる

「かかりつけ医機能」



2023年度

2024年～2025年度

2026年度

2025年4月から



2025年4月から
かかりつけ医機能報告制度

スタート！













パート３
総合診療医とコミュニテイ・ホスピタル



総合診療医の活用

地域包括ケアシステムの
ラストピース



ポスト2025年に
必要なのは総合診療医！





19番目の専門
医として2018
年から



3.0％



一般社団法人コミュニテイ＆
コミュニティ・ホスピタル協会

2022年8月発足



一般社団法人コミュニティ＆
コミュニティホスピタル協会

• 高齢化社会が進展する日本の医療に必要なのは、「治す」だけの医
療ではなく、「治し、支える」医療です。現在、大病院と同様に特定の
専門診療科の高度急性期を志向している全国にある5,800の中小
病院は、この「治し、支える」医療への転換が必要であると考えてい
ます。

• 「コミュニティホスピタル」とは、総合診療を軸に超急性期以外のす
べての医療、リハビリ、栄養管理、介護などのケアをワンストップで
提供する病院です。

• すでにいくつかの地域では、このコミュニティホスピタルが立ち上が
り、地域住民が安心して、自分らしく生活していける環境を作り上げ
ています。

• また、そこで働く医療者にとっても、同じ想いを持った仲間たちと共
に、やりがいと成長を得られる職場を提供していきます。



目的

１ コミュニティホスピタルの振興を目的とする事業
２ コミュニティホスピタルが担う医療を研究し、

開発・普及させる事業
３ コミュニティホスピタルを担う医療人材の育成事業
４ 地域包括ケアを始めとする地域づくりを目的とする事業
５ 医療人材のキャリア開発、働き方改革に資する事業
６ その他法人の目的を達成するために必要な事業

コミュニティの再生、振興、特に地域包括ケアづくりを

目的とする事業



理事メンバー

• 代表理事 武藤 正樹
理 事 井野 晶夫
理 事 大石 佳能子
理 事 大杉 泰弘
理 事 亀田 省吾
理 事 草野 康弘
理 事 辻 哲夫
理 事 本田 宜久
監 事 渡辺 明良

株式会社メデイヴァ社長
大石佳能子氏

CCH
パートナー病院
募集中!



Copyright CCH Association All Right Reserved.

ＣＣＨパートナーズ
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上記は実名開示許可を得ている病院のみ記載（2025年7月時点で法人会員68、個人会員127）

一条通病院 クローバーホスピタル 富田浜病院 アマノリハビリテーション病院

かしま病院 金沢病院 伊勢田中病院 HITO病院

本間病院 たちばな台病院 みたき総合病院 おおぞら病院

第一病院 アルペンリハビリテーション病院 京都民医連あすかい病院 福岡ハートネット病院

水海道さくら病院 真生会富山病院 三好病院 高良台リハビリテーション病院

公平病院 東御市民病院 南港病院 上戸町病院

中島病院 新生病院 真星病院 谷田病院

こうのす共生病院 豊田地域医療センター 神戸朝日病院 済生会みすみ病院

石川島記念病院 山下病院 藤村病院 菊南病院

同善病院 瀬戸みどりのまち病院 倉敷中央病院リバーサイド 都農町国民健康保険病院

本多病院 かいせい病院 岡山光南病院 織田病院

衣笠病院 千手堂病院 井野口病院 北中城若松病院



2040年～2050年
老い縮む日本！



1億人割れ
2050年

人口減の
現実を受け
入れよう



老い縮む日本を受け入れよう

• 2050 年代日本の人口は1億人を割る

• 2050年代日本は1960年代の人口に戻る

• しかし違いは高齢化率

• 1960年代は高齢化率は6％、

• 2050年代の高齢化率は40％

• 若年人口と老年人口の比率が一定となり
安定化



まとめと提言
・2025年～2040年の間に起きること
・改革の節目の年は2025年と2040年
・キーワードは超後期高齢者入院パンデミック、
・ポスト2025年の新たな地域医療構想、
かかりつけ医機能、総合診療医に期待
・コミュニティホスピタルを目指そう
・老い縮む日本の姿をあるがままに受け入れて
地域で医療介護福祉を支えていこう



2025-2040
変わりゆく医療のアウトライン

• 2025年から2040年

へ向けての改革プラン

を概観する！
・地域医療構想、医療DX

・働き方改革、かかりつけ医

・医師偏在対策、少子化対策など

・ポスト2040年も予想

・医学通信社より、

7月発刊予定

・2色刷240頁、2600円



ご清聴ありがとうございました

武藤正樹 検索 クリック

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで
muto@kinugasa.or.jp

日本医療伝道会衣笠病院グループで外来、老健、在宅クリニックを
担当しています。患者さんをご紹介ください

本日の講演はホームページ上で公開しています。
以下をクリックしてご覧ください

mailto:muto@kinugasa.or.jp
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